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文京区青少年プラザ
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b-lab通信とは？2015年4月1日にオープンした区内初の中高生向け施設「b-lab」の運営や、活動をお知らせするため、区内
の中学校及び高等学校等の教員の皆様に向けて発信する報告書です。

あけましておめでとうございます。平成27年に開館したb-lab
は、今年で3度目の新春を迎えます。先生方の日頃のご理解ご協
力に心より御礼申し上げます。
昨年の9月から自分自身で設定した目標に向けて活動してきた

10期中高生スタッフは、12月で解散となりました。12月27日(水)
にb-labにて開催された「b-lab award」では、それぞれが４か月
の活動を振り返り、b-lab内外の方々に発表しました。そこには、
9月の頃とは大きく違った中高生達の姿がありました。
新年を迎え1月より新たに11期中高生スタッフの活動が始まっ

ています。彼ら彼女らの挑戦が終わることはありません。新たな
春を迎え、新たな目標に向かって走り出した中高生一人ひとりに、
今年も職員一同丁寧に寄り添いサポートしていきたいと思います。

1. b-labからのお知らせ

２. b-labスタッフ紹介 スポンジをカラフルに！
遊ぶことを通じて学ぶ機会を届ける！

中高生の活動レポート
施設利用については裏面へ ▶▶▶

ビーラボ 文京区 検索
☞b-lab情報は公式Webサイトより

http://b-lab.tokyo/

ビ ー ラ ボ

b-labでダンスバトル＋ショーケースを開催。当
日は豪華なプロダンサーも参加します。現在、実行
委員の中高生と一緒に話し合いを重ねています。
現在ダンスショーケース、ダンスバトルにエント

リーする中高生を募集して

イベントポスター：高校生が制作しました!▲

■1月21日(日)『BREAK BEAT DANCE』開催!

はくちゃん
(白田 好彦)

こんにちは。b-lab副館長の白田です。私は中高生にとっての「居場所の価値」を考える際、
「子供はスポンジである」という言葉を大切にしています。スポンジは吸う水によってその色を
変えます。そしてその色には、ひとつの正解があるわけではありません。

とを繋げる側面も持っています。中高生には、卓球で遊びつつ無意識の中で人との繋がりの楽しさも学んでほしいと
思っています。これからも「遊ぶことを通じて学ぶ」機会を、中高生に届け続けていきたいと考えています。(白田)

中高生、一人ひとりにとっての好みの色が見つかりやすいよう、私達は
より多くの様々な水を用意する必要があると考えています。また中高生
の成長のきっかけとなる水を届けなければならないと思っています。
「中高生のスポンジをカラフルにするきっかけを届けられる場所」。
私はb-labがそんな場所になればいいなと考えているのです。

います。ダンス部での参加や
観客として観るだけの参加も
可能です。イベントの詳細に
ついては、b-labまでお問い
合わせください。

12月27日(水)•28日(木)、【b-lab Winter Fes’17】 開催！
200人を超える中高生が来館！大盛況のうちに終了!!

また私はb-labで卓球のイベントも担当しています。卓球は誰もが楽しみやすく、また人と人
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12月27日(水) 【b-lab award 2017】での中高生たちの発表をご紹介！３. イベント
レポート

４. b-lab施設活用

５. b-labへ行く

住 所：文京区湯島四丁目７番１０号
アクセス：大江戸線「本郷三丁目駅」から徒歩８分

丸ノ内線「本郷三丁目駅」から徒歩１０分

電 話：03-5800-2731
千代田線「湯島駅」から徒歩８分
都営バス「湯島４丁目」から徒歩５分

編集後記

12月28日、2017年b-lab最終開館日は、「b-lab冬フェス」当日でした。
中高生による「ライブ」や中高生が作るリアル脱出ゲーム「ナゾラボ」等、
様々な場面で中高生の活躍が見られました。それぞれが自身のプロ
ジェクトを遂行する中、終了後すぐに「春フェスでも絶対やる！」「次は
自分が頑張る」「もっとすごいものを考えたい!」と目を輝かせ、次を目指
す姿にパワーを貰い、1月からも中高生と共に走り、中高生を応援して
いく決意を固めました。本年も宜しくお願い致します。 (b-lab佐渡)

詳しくはb-lab公式Webサイトへ

http://b-lab.tokyo/

ビーラボ 文京区 検索

問合せ先：文京区教育推進部児童青少年課青少年係(b-lab担当) 担当：高田/ Tel:03-5803-1186

■第１部：ポスター発表
当日は２つの時間を持ちました。
第１部は、中高生が自身のプロ

ジェクトのポスターを制作し、そ
れを基に活動紹介をする時間です。
この日のために、それぞれが１年
間の活動を振り返り、全プロジェ
クトが１枚のポスターを完成させ
ました。
聞いている参加者もみんな真剣

な面持ちで、発表後には質問を投
げかけていました。

■b-lab awardとは…
主に「b-lab中高生スタッフ」として、b-labでプロジェ

クト活動をしてきた中高生が、b-labの中高生、地域の
方々、保護者の方々に自分たちの活動を伝える場です。
発表をする中高生にとっては、自身の活動を振り返るこ

とで学びと気づきを引き出し、新しい目標を考える機会と
なります。

12月27日(水)の【b-lab award 2017】には、10プロジェ
クトが参加、ゲスト審査員として教育センター職員や地域
の方々にもご参加いただきました。

▲終了後の集合写真。達成感が写真からも感じられます。

自習等での利用も可能です。b-labをご活用ください。

《参加した10プロジェクト》
①b-labを音楽で彩る ②模型部
③フリーペーパー制作 ④広報地上戦(b-labたより)
⑤ナゾラボ ⑥b-lab合唱部
⑦dチーム(マナビ場) ⑧BAZZ(b-labジャズバンド)
⑨b-sports ⑩b-st crew(ダンス部)

■プレゼンの一部をご紹介
・活動を通して成長してきたかはわからない。けど、周り
の人が期待をしてくれて応援してくれるなら、頑張りたい
と思う。【高校1年生女子】
・自分の想いや考えを言葉にするのが前から苦手だけど、
dチームに入って、そういう機会がたくさんあって、少し
良くなったかなと思います。【中学2年生男子】
・周りの中高生たちの日常が楽しくなるようなフリーペー
パーを作りたいと思ってずっと活動してきました。その経
験から将来、情報媒体をつくる仕事に就きたいと思って勉
強も始めました。中高時代の経験が将来に繋がると思うか
ら、精一杯やっていきたいです。【高校1年生女子】

■第２部：「想い」を語るプレゼンタイム
後半は、活動に対する熱い想いを語る３分間プレゼンで

す。何故プロジェクトに取り組み始めたのか、活動を始め
て何を感じ何を学んだのか、今後どうしたいのか、それぞ
れが中高生自身の言葉で語ります。慣れないステージでし
たが、一つ一つ自分の言葉を選びながら話す姿は、とても
凛々しく見えました。
最後は表彰式。担当職員からの表彰の他にも、特別審査

員より特別表彰が行われました。

■参加者の感想
・10プロジェクトの話を聞いて、同じ中高生がいろんな活
動をしていてすごいと思ったし、自分も何かやってみたい
と思った。【中学1年生女子】

静かに集中して勉強できる自習室に最適です。最近では、定期試験前に集中して勉強できる場所として使って
いる中高生や入試を控えた受験生の姿も増えてきています。
※平日17時〜21時/土日祝9時〜21時 (両時間帯共中学生の利用は20時迄) 

【研修室（教育センターと共用）】


